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十
六
回
若
布
献
上

・
下
、
皇
太
子
・
同
妃
両
殿
下
、
三
笠
宮
殿
下

三
月
十
四
日
、
早
春
の
玄
界
灘
の
天
然
若
布
を
、
賢
所
・
天

皇
・
皇
后
両
陛
下
、
皇
太
子
・
同
妃
両
殿
下
、
三
笠
宮
殿
下
へ
献

上
を
と
、
高
向
権
宮
司
、
随
行
神
職
・
漁
業
関
係
者
ら
が
宮
中

へ
参
内
し
、
恙
が
な
く
献
上
申
し
上
げ
た
。

こ
の
皇
室
へ
の
若
布
献
上
は
、
昭
和
三
十
八
年
に
「
宗
像
七
浦
」

と
称
さ
れ
る
当
時
の
宗
像
郡
内
七
漁
協
（
大
島
・
鐘
崎
・
神
湊
．

勝
浦
・
地
ノ
島
・
津
屋
崎
・
福
間
）
の
組
合
員
で
結
成
さ
れ
た
「
宗

像
大
社
海
洋
神
事
奉
賛
会
」
（
現
会
長
1
1

村
田
繁
美
宗
像
漁
協

地
ノ
島
地
区
代
表
理
事
）
設

立
の
際
に
、
宗
像
大
神
の
御

神
徳
が
国
家
・
皇
室
の
守
護

に
あ
る
と
い
う
由
緒
を
も
っ

て
、
皇
室
の
御
安
泰
と
聖
寿

の
長
久
万
歳
を
祈
念
し
て
始

め
ら
れ
た
。
今
年
で
四
十
六

回
目
を
迎
え
た
こ
の
「
若
布

献
上
」
は
秋
の
「
み
あ
れ
祭
」

と
並
ぶ
同
会
の
一
大
行
事
で

あ
る
。献

上
申
し
上
げ
る
若
布

は
、
二
月
二
十
日
過
ぎ
か
ら

宗

ー
我
国
に
は
春
夏

り
、
人
々
は
四
季

員
秋
冬
の
四
季
が
あ

の
移
ろ
い
に
併
せ
、
花
・
星
・
月
・
雪
な
ど
自

然
と
風
物
を
愛
で
る
と
と
も
に
、
時
の
流

れ
の
中
で
様
々
な
願
い
を
込
め
て
き
た
。

桃
の
節
句
が
過
ぎ
た
こ
の
季
節
の
代
表

は
、
や
は
り
桜
花
を
愛
で
る
宴
で
あ
ろ
う
。

日
本
人
が
桜
を
こ
と
の
ほ
か
愛
す
る
お
も

い
の
―
つ
に
、
咲
き
誇
る
時
間
が
非
常
に

短
く
、
散
り
ぎ
わ
の
潔
さ
が
、
そ
こ
は
か
と

な
い
哀
愁
を
誘
う
か
ら
で
あ
ろ
う
。

「
サ
ク
ラ
」
に
ま
つ
わ
る
も
の
と
し
て
、
神

を
迎
え
る
処
と
し
て
の
「
さ
座
」
、
或
い
は

春
に
や
っ
て
く
る
稲
（
サ
）
の
神
が
憑
依
す

る
座
（
ク
ラ
）
か
ら
「
サ
ク
ラ
」
。
一
説
に
は
、

富
士
の
頂
か
ら
、
花
の
種
を
ま
い
て
花
を

咲
か
せ
た
と
さ
れ
る
「
コ
ノ
ハ
ナ
ノ
サ
ク
ヤ

ビ
メ
（
木
花
之
開
耶
姫
）
」
か
ら
「
サ
ク
ラ
」

に
な
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
。

ま
た
、
枝
を
挿
頭
（
か
ざ
し
）
や
塁
（
か

ず
ら
）
に
し
て
不
老
不
死
を
願
っ
た
、
花
の

散
り
方
で
秋
の
実
り
の
豊
凶
を
占
っ
た
な

ど
の
風
習
も
あ
る
。

古
代
の
人
々
の
切
な
る
祈
り
の
姿
が

変
遷
し
、
現
在
の
花
見
と
な
っ
た
の
で
あ

れ
ば
、
現
在
も
我
々
の
気
づ
か
な
い
と
こ

ろ
で
、
神
へ
の
敬
虔
な
祈
り
を
捧
げ
て
い
る

こ
と
に
な
る
の
で
は
と
感
ず
る
。
(
A
.
I
)

4月祭事暦
1 • 2 日春季大祭

(1 日目）
午前 11 時～
(2 日目）
午前11 時～ 二日祭
午前11 時40分～
高宮祭、第二宮・第三宮祭
宗像護国神社春祭
交通安全講社祭

15日肖汲祭
午前10時～
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午前 11 時～
総社祭
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地
島
沖
で
採
取
が
始
め
ら
れ
、
関
i
産
の
「
椿
油
」
が
塗
ら
れ
た
網
の
上
：
中
、
神
職
に
よ
り
お
祓
い
さ
れ
た
一
高
橋
要
三
侍
従
の
下
へ
赴
き
、
謹

係
者
の
至
誠
に
よ
り
時
化
や
厳
寒
で
、
一
枚
一
枚
丁
寧
に
乾
燥
さ
れ
若
布
が
客
室
乗
務
員
に
手
渡
さ
ん
で
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
へ
献
上
申

の
厳
し
い
条
件
に
も
関
わ
ら
ず
、
i
二
月
二
十
八
日
に
当
大
社
へ
納
め
i
れ
、
搭
乗
機
内
へ
と
運
ば
れ
た
。
i
し
上
げ
た
。
次
い
で
宮
中
参
内
の

順
調
に
進
め
ら
れ
た
。
：
ら
れ
た
。
i
ま
た
、
献
上
者
一
行
が
搭
乗
す
・
記
帳
を
済
ま
せ
、
宮
中
三
殿
仮
殿

本
年
も
暖
冬
の
影
響
に
よ
り
、
一
早
速
、
神
前
で
お
祓
い
さ
れ
、
i
る
全
日
空
二
五
四
便
の
乗
客
約
三
一
を
参
拝
の
栄
に
浴
し
、
宮
中
で
の

海
水
温
度
の
高
さ
が
心
配
さ
れ
た
一
神
職
・
巫
女
が
形
を
整
え
規
定
の
〖
0
0
名
に
、
記
念
品
と
し
て
巫
女
一
献
上
の
儀
を
滞
り
無
く
終
え
た
。

が
、
生
育
も
良
く
地
島
産
特
有
の
量
を
袋
に
収
め
、
そ
の
中
か
ら
厳
か
ら
干
支
の
置
物
が
手
渡
さ
れ
る
宮
中
を
辞
し
た
一
行
は
東
宮
へ
参

肉
厚
で
緑
鮮
や
か
な
極
上
の
若
布
一
選
し
た
も
の
六
キ
ロ
が
献
上
品
と
し
・
と
、
慌
し
い
中
で
は
あ
っ
た
が
「
縁
i
上
、
野
本
勲
東
宮
侍
従
を
通
じ
て

が
採
取
さ
れ
た
。
潮
流
が
早
け
れ
て
奉
製
さ
れ
た
°
]
起
物
だ
」
、
「
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
一
皇
太
子
・
同
妃
両
殿
下
へ
献
上
、
更

ば
、
品
質
も
優
れ
た
も
の
と
な
る
i
-
―
一
月
十
三
日
午
前
九
時
三0
一
す
」
と
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
ほ
ぼ
一
に
板
倉
幸
治
宮
務
官
を
通
じ
て
三

だ
け
に
、
地
島
沖
の
若
布
は
極
上
：
分
、
杉
箱
に
納
め
白
布
に
包
ま
れ
一
全
て
の
方
に
受
け
取
っ
て
い
た
だ
い
｛
笠
宮
家
へ
も
献
上
申
し
上
げ
、
こ
こ

若
布
と
な
る
条
件
に
叶
っ
て
い
る
。
た
「
若
布
」
を
神
前
に
奉
安
し
、
若
た
。
に
平
成
二
十
年
の
「
若
布
献
上
の

採
取
さ
れ
た
若
布
は
、
同
島
特
．
布
献
上
奉
告
祭
を
斎
行
、
本
年
も
]
定
刻
、
空
路
東
京
へ
と
向
か
っ
た
｛
儀
は
」
滞
り
無
く
終
了
し
た
。

献
上
が
無
事
執
り
―
一
行
は
、
献
上
に
際
し
東
京
で
こ
一
尚
、
本
年
の
若
布
献
上
に
際
し
、

行
う
こ
と
が
で
き
る
一
高
配
い
た
だ
い
て
い
る
出
光
興
産
一
格
別
の
こ
支
援
を
賜
り
ま
し
た
出

よ
う
祈
念
さ
れ
た
0

i
 

~
に
伺
い
挨
拶
後
、
保
管
を
お
願
．
光
興
産
闊
、
全
日
本
空
輸
卸
様
を

祭
典
終
了
後
、
献
一
い
し
、
翌
日
の
献
上
に
備
え
た
。
~
は
じ
め
、
多
数
の
方
々
に
は
略
儀

上
者
一
行
は
、
職
員
一
小
雨
模
様
で
は
あ
っ
た
が
、
温
：
な
が
ら
紙
面
を
も
ち
ま
し
て
篤
く

に
見
送
ら
れ
福
岡
一
暖
な
天
候
と
な
っ
た
当
日
、
高
向
｛
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

空
港
へ
と
出
発
し
一
権
宮
司
・
随
行
神
職
・
村
田
繁
美
ー
J

た
。
一
氏
（
前
記
）
・
花
田
経
広
氏
（
宗
像
漁

福
岡
空
港
で
は
、
i
協
神
湊
地
区
代
表
理
事
）
の
四
名

当
大
社
巫
女
か
ら
i
は
、
出
光
興
産
闊
よ
り
こ
準
備
い

こ
の
献
上
に
格
別
の
一
た
だ
い
た
ハ
イ
ヤ
ー
で
坂
下
門
よ

こ
高
配
を
い
た
だ
い
i
り
宮
中
へ
参
内
。

て
い
る
全
日
本
空
輸
一
先
ず
、
井
関
英
男
掌
典
長
に
高

闊
の
客
室
乗
務
員
]
回
権
宮
司
が
若
布
献
上
の
旨
を
奏

へ
の
手
渡
し
式
を
斎
：
申
の
上
、
賢
所
へ
献
上
申
し
上
げ
た
。

行
。
テ
レ
ビ
局
数
社
i
続
い
て
、
梅
澤
宏
和
掌
典
に
こ

の
取
材
を
受
け
、
搭
一
案
内
頂
き
、
羽
毛
田
信
吾
宮
内
庁

乗
客
が
注
視
す
る
一
長
官
に
御
挨
拶
申
し
上
げ
た
後
、
本年の若布献上者は下記の通り

宗像大社権宮司 高向

//権禰宜 飯田

海洋神事奉賛会会長村田

宗像漁業協同組合

神湊地区代表理事 花田

秀
宏
美

正
明
繁

経広
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蕊
傘
苓
婆
蕊
且
汀
い
汀
‘
滅
亡
す
る

□い
い
『
い
い
[
汀
[
ぃ

姜
氏
貞
公
墓
前
祭
萎
d

こ
の
よ
う
な
困
難
な
時
代
に
大
嗣
の
い
な
い
宗
像
大
宮
司
家
は
断

妥
＊
ざ
（
．
妥
文
宮
司
職
を
継
い
だ
氏
貞
公
は
、
深
絶
と
な
り
、
そ
の
御
神
威
を
遍
＜

三
月
四
日
、
午
前
十
一
時
よ
り
●
墓
前
祭
を
奉
仕
す
る
こ
と
が
定
め
．
謀
遠
慮
を
巡
ら
し
、
神
郡
宗
像
を
]
知
ら
れ
た
宗
像
大
社
も
次
第
に
衰
i

当
社
第
八
十
代
大
宮
司
、
宗
像
氏
·
ら
れ
今
日
に
至
る
。
こ
れ
ら
外
敵
か
ら
守
り
、
落
日
の
微
し
て
い
っ
た
。

貞
公
の
墓
前
祭
が
み
ぞ
れ
降
り
し
本
年
は
、
当
社
の
当
番
年
で
あ
宗
像
大
宮
司
家
の
再
興
を
図
っ
今
回
の
墓
前
祭
を
通
し
、
戦
国

き
る
今
年
一
番
の
寒
さ
の
中
、
例
．
り
、
神
職
三
名
奉
仕
の
下
斎
行
さ
た
。
ま
た
戦
乱
に
よ
り
衰
微
し
て
乱
世
の
混
迷
す
る
時
世
に
、
当
大

年
通
り
斎
行
さ
れ
た
。
れ
た
。
祭
典
に
は
、
当
社
高
向
権
宮
い
た
社
寺
等
の
復
興
に
も
努
め
社
の
存
立
危
う
き
中
を
よ
く
守
り

こ
の
墓
前
祭
は
、
氏
貞
公
逝
去
．
司
、
承
福
寺
埜
村
住
職
、
隣
船
寺
田
た
。
」
抜
い
た
中
興
の
祖
・
氏
貞
公
御
一

四
0
0
年
忌
に
あ
た
る
昭
和
六
十
代
住
職
、
初
代
大
宮
司
消
氏
公
以
弘
治
三
年
(
-
五
五
七
）
本
殿
内
代
の
生
涯
に
思
い
を
馳
せ
、
我
々

一
年
に
、
当
大
社
と
菩
提
寺
で
あ
来
宗
像
家
に
仕
え
又
、
代
々
墓
守
陣
よ
り
あ
が
っ
た
火
は
、
本
殿
・
拝
も
更
な
る
神
道
教
化
に
心
を
尽
く
[

る
承
福
寺
と
の
墓
碑
保
存
の
協
議
]
を
し
て
き
た
占
部
家
、
更
に
は
墓
]
殿
を
焼
き
又
多
く
の
神
宝
が
灰
儘
：
す
誓
い
を
新
た
に
し
た
。

の
折
、
神
式
と
仏
式
で
隔
年
毎
に
」
所
の
あ
る
上
八
今
門
地
区
の
人
々
．
に
帰
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
二
十
年
i

が
悪
天
候
の
中
で
は
あ
の
時
を
置
き
、
氏
貞
公
が
厳
し
い

っ
た
が
多
数
参
列
し
、
氏
一
時
勢
の
中
再
建
さ
れ
た
。
こ
れ
が

貞
公
の
威
徳
を
偲
ん
だ
。
―
現
在
の
辺
津
宮
本
殿
で
あ
る
。

宗
像
氏
貞
公
が
活
躍
こ
れ
以
外
に
も
神
郡
内
の
荒
廃

し
た
室
町
末
期
の
九
州
：
し
た
社
寺
の
復
興
、
現
在
の
上
八

の
情
勢
は
、
大
友
氏
・
龍
｝
辺
り
の
田
地
を
御
神
米
用
田
と
し

造
寺
氏
・
島
津
氏
の
三
大
．
て
寄
進
、
神
社
の
改
革
（
祭
祀
の
厳

勢
力
が
鼎
立
し
、
又
中
国
正
化
等
）
等
々
、
宗
像
大
神
の
神
威

地
方
か
ら
は
、
毛
利
氏
が
．
の
護
持
に
努
め
た
。
し
か
し
氏
貞

九
州
へ
侵
攻
し
て
き
て
一
公
は
、
志
も
半
ば
の
四
十
二
歳
、
蔦

い
た
。
大
友
・
龍
造
寺
・
毛
一
ヶ
岳
城
で
風
邪
が
遠
因
と
な
り
病

利
氏
が
衝
突
す
る
地
は
、
i
没
す
る
。
敵
に
侵
略
の
隙
を
与
え

筑
前
及
び
そ
の
周
辺
地
一
な
い
為
、
そ
の
死
は
一
一
一
年
間
秘
さ

で
あ
っ
た
。
こ
の
地
方
に
：
れ
る
こ
と
に
な
り
、
亡
骸
は
占
部

存
在
す
る
宗
像
氏
を
始
；
右
エ
門
に
よ
っ
て
密
か
に
現
在
の

め
諸
勢
力
は
、
そ
の
時
々
一
地
へ
埋
葬
さ
れ
、
以
後
、
代
々
占
部

の
情
勢
を
正
確
に
判
断
一
族
が
守
っ
て
き
た
。
そ
の
後
間

I 人事異動（神職） 4月 1 日付で人事異動を下記の通り行いました I
司
司
宜
宮
＂

宮
権
禰

" 権禰宜

" " " 
" 

"
f
f
f
f
 

"
f
f
 

出仕

" " 

島
向
津

神
高
堤
葦

渡邊秀丸
杉山安彦
佐々木大冶
中原裕生

坂本

床
塚
友
岐
林
野

御
大
長
壱
松
吉

高
木
越

日
鈴
訟

定
秀
宏
之

正
幹

敬

之
延
冶
寿
拓
理
介
裕
介

直
宗
貞
貴
庸
祥
裕

神宝館々長
社務本局長

文化財管理事務局長
庶務部長・海洋分局長
宗像大社菊花会事務局長（兼）
主基地方風俗舞保存会事務局長（兼）
氏子青年会事務局長（兼）
経理部長・宮司兼務社管理主任（兼）
祭儀部長・宗像護国神社管理主任（兼）
祭儀部儀式課長・氏子会幹事長（兼）
海洋分局主任（中津宮）
宗像大社菊花会事務局員（兼）
経理部用度課主任
宗像大社菊花会事務局員（兼）
祭儀部賽務課主任・氏子会幹事（兼）
氏子青年会事務局員（兼）
庶務部広報課主任・宗像大社歌会担当（兼）
経理部会計課主任・庶務部庶務課（兼）
庶務部庶務課主任・氏子会幹事（兼）
宗像大社菊花会事務局員（兼）
庶務部庶務課員・宮司秘書（兼）
祭儀部賽務課員・氏子会幹事（兼）
主基地方風俗舞保存会事務局員（兼）
祭儀部儀式課員
祭儀部儀式課員
祭儀部儀式課員
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手雙合胄忍儡悶：ばよ宗 5目ぎ足姿
゜な業的認向を像ぇ年像 3~~eで可ら

問胄に； g門ぇ胄［奇近神ヘ
、-- Q一 ^ 万｀ 悶い］悶悶奈神 h‘ 且悶現宝

二二三叩罰渭たそし示店れ馬イ願閣を同年ぺ通；；；；品 しと--,愉仰そにを が可て
絵の‘し·らをラのな実社にツ安贔はこたし,.,_ヽ翡しのの展時今 ーゞ
馬後翡て塁を描ス絵ど施は奉卜全十 ⇒ の゜っヵ、め一まホ代回加し
：冒甘〗悶畠悶［農晶：ヽ門］門夏、了 繋磁；累百 I 畠はわ案
塁眉悶こ店門［ ↓苫門閾塁怠靡信五累↑ 了岱塁 □ 麿ぎ、店羹 り内
の的門↓嬰篇位iよ塁含〗摩腐は匹門互 ↑でし：な贔雙悶 f 
雙悶夏面：妥：：g:茄［ ］闘盈勺： ；桝 翌塁厄悶言［霊呈：i；至麺i言
守を 社し二得い、ンす和福で絵目 を輩て、て試成て長
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な独孤た島品 存品匠ーこあの特御＋け年ら大 す事通愉れすよ捧お
か自島゜植をま在のの挙れるで別遷年しを頒社二゜に安快る 1¢ りげ祭
でのと沖物展た感数精にま保ぶに宮毎て迎布がホ 表全で絵家奉たり

血桑涵§竺主り斑品笠舟函：］函窃辰鯰半差［、閏り 門虚魯 □ 店 □ と：
はを囲生展ー島頂々のし納師繋依るれ支びる了図 た啓ついのれの当
‘なと物ホ冨祭けが結て口 頼伊るのにも八 秀蒙つず個た想大

亨と青閂嘉；塁手闘皐笙i;互、と喜悶冒 □ 摩悶畠 ば心こ［旦塁じ斐
ヵ｀ぉの絶め、跡゜魅あす布典彫い名神は''-す正は
ら 下海ま沖出 力る。品師師る匠宮、お。月、
続り、にのしノ土 と作名をのでもにの二頒新か当
............................................................................................................................................................._.......................................................................... 

各テーマと主な展示品

田宗像三女神の誕生

国中世宗像一族の海外交渉

〇宋風狛犬 〇阿弥陀経石

図昭和の御造営

神宮撤下神宝 奉納刀剣

困近世から現代までの奉納品
交通安全願い絵馬 宗像十二支一刀彫

匡l宗像一族の誕生と国家祭祀

◎金銅杏葉◎唐三彩長頸瓶片

沖ノ島植物標本

匡l中世の宗像社

〇宗像大社文書

テーマ「古文書にみる現代の地名」

匠l近世の田島宮
三十六歌仙扁額

困辺津宮社殿の造営記録
〇辺津宮本殿置札

困宗像地域の文化財（寄託品）
〇色定法師一筆一切経
※◎は国宝、 0は重要文化財を指します。

※常設展示の構成の詳細は本社報第557号の

掲載記事の通りです。

※次回の展示替えは今夏の予定です。

出な歴 で重が植深史注
土い史こき要う生い的目
品沖ののる性こか植‘さ
宗ノ理ほこをとら物贋れ ～久里洋二の作品
像島解かと改で自も て
大祭に当でめ沖然多的い物沖た原いを景＜
社祀欠大してノのく変まのノれ生う持に島

斎遺か社さ認島あ存累］晶魯：り唇嘉烏孟
、跡せのつo 識g〗t示、地亜ま状護さ内信

異含ます島と熱し態らなの仰
性っす興のし帯fこがれいもを
、か。味地て植。保てとの背
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こんどうきょくようがたぎようよう

一 ▲国宝金銅棘葉形杏葉

非る一すマ入対宋

呈：翌塁霜は畠悶
館が会、げえ易犬
下ぁす重てを関や
さり展要 ..... ヽ行係阿

り；百斎面い悶喜
ん口麿［農：胃
皆の優てな、な
様尽品いテーど
是きがま l 部の
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今年も沖ノ島西方洋上で明治38年に国家の命運をかけ戦った日本海海戦の記念日を卜して、
年に一度沖ノ島に渡島し、『沖津宮現地大祭』が斎行されます。
下記、要項で参加者を募集致しますので、参拝こ希望の方はお申し込み下さい。

総岳函ら1
■船上から見た沖ノ島 ■海中での誤 ■沖津宮現地大祭の様子

一①参拝者は沖津宮奉賛会費として 1 名に付き、 20,000円お納め頂きます。
②参拝御希望の方は、当大社より『参拝申し込み書』をお取り寄せ頂き、 4月 30日迄（必着）に社務所
まで御返送下さい。

③沖ノ島渡島前日の5月 26日（月） 18:00迄に中津宮（筑前大島）に到着し、受付を済ませ、渡島安全
祈願祭に御参列していただきます。（祭典後、各班ごとに説明会を行います）

④5月 27 日（火） 7:00前後に大島港を出港。
•沖ノ島到着後、直ちに海水で扉契をして頂きます。

・祭典は 10:00の予定です。

• 13:00沖ノ島を出港の予定で、大島着島は当日の天候次第で変動致しますが15:00頃の予定です。
•大島△ーマ神湊間のフェリー最終便は 18:00です。

⑤海上模様等で沖ノ島渡島が中止になった場合は、大島の沖津宮遥拝所で祭典を斎行致します。
⑥乗船者数に制限がありますので、申し込み先着順の参拝と致します。
⑦関係筋の通達により年令70オ以上の方や、健康状態が良好でない方、長時間の乗船に耐えられ

ない方は御遠慮願います。

⑧申し込み者には、受付後参加の諾否を葉書で御通知申し上げます。

一①遊山・魚釣等を目的とし、釣具類を持参しての乗船は固く禁止します。もし違反があれば乗船をお断り致します。
②沖ノ島上陸の際は、古例により海水で扉契をし、心身を清める事。
③御神水以外は、一木一草一石たりとも持ち帰る事を禁止します。
④厳重なる掟がある為、婦女子の参拝は固くお断わり敦します。
大島での宿泊につきましては、参考要項に同封の、大島の旅館・民宿のパンフレットを御参照の上、
各自で直接予約願います。

申込書参拝心得参拝要項等を用意しておりますので、返信用切手を同封の上、下記宛までお申
し込み下さい。

申し込み先

〒811-3505 福岡県宗像市田島2331
宗像大社社務所祭儀部『沖津宮現地大祭』係

T E L (0940) 62-1311 〈代表〉
F AX (11) 62-131 5 
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胄館居まはしや県台巡
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。
舟
で
ゆ
か
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

仕
事
帰
り
泊
り
に
来
た
る
二
男
坊
汗
と
埃
の
匂
び
ま
と
ひ
て

ロ
冒□[
-
』
疇
叶
冒
帰
り
を
泊
り
に
釆
」
と
三
句
切
れ
に
し
、

oo 狂
歌
会
詠
革

宗
像
市
田
野
森
甲
子

寒
の
中
塀
ぎ
は
低
く
雪
割
草
ピ
ン
ク
の
小
花
ほ
の
ぼ
の
と
咲
く

い
ち
早
く
春
を
知
る
植
物
に
寄
せ
る
こ
こ
ろ
で
あ
る
。
初
句
、

一
虹
口
汀
《
叩
口
昇
冒
汀
言

0悪
い
の
て
、
初
句

·揖●数
れ見そ兄＄北
なすっへ m 九
い或かの、；；杜I
｀；手出「打

` ；門？` 叫区
こ麟ほ靡
りと

丘ゐ病笈し‘
参るむがセ
考妻兄終
にををか
な起気も
るし遣
かてう
も雪意
知をだ

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

み
社
に
寄
り
そ
う
よ
う
に
寒
桜
う
す
紅
の
花
春
に
さ
き
が
け

四
結
句
を
「
さ
き
が
け
て
咲
く
」
と
物
に
即
し
て
詠
い
た
い
。

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

ほ
か
ほ
か
と
湯
気
立
つ
堆
肥
ス
コ
ッ
プ
で
さ
っ
さ
っ
さ
と
軽
ト
ラ
に
積
む

四
「
堆
肥
を
」
と
を
を
入
れ
る
。

福
岡
市
柏
原
加
野
シ
ノ
ブ

庭
芝
生
真
白
き
水
仙
山
荼
花
の
垣
根
に
咲
き
て
日
は
の
ど
か
な
り

四
麟
尺
戸
言
汀OBき水
仙
山
茶
花
は
」
と
す
れ
ば
、

宗
像
市
光
岡
則
松
芳
子

立
春
に
花
と
綿
毛
の
蒲
公
英
が
春
を
誘
っ
て
沿
道
に
咲
く

血
二
句
を
「
ま
だ
遠
け
れ
ど
」
と
、
す
っ
き
り
詠
い
た
い
。

宗
像
市
光
岡
森
田
富
佐
子

自
由
レ
ク
百
人
一
首
友
と
す
る
誰
が
勝
つ
や
ら
そ
れ
は
楽
し
み

「
自
由
レ
ク
」
が
判
ら
な
い
が
、
ニ
・
三
句
を
「
百
人
一
首
を
友
と
し
て
」
が

四
い
い
。
大
和
さ
ん
も
こ
の
作
者
も
助
詞
を
大
切
に
使
っ
て
欲
し
い
。

, 
朱
き
花
ア
ロ
エ
は
蜜
を
し
た
た
ら
す
睦
月
半
ば
の
夕
つ
ひ
か
り
に

一
羽
の
み
き
た
り
て
庭
の
梅
に
暗
く
目
白
は
吾
に
甘
ゆ
る
こ
と
く

鬱
は
ら
ふ
声
と
も
鬱
の
声
と
し
も
雪
の
晴
れ
間
を
山
鳩
は
暗
く

花
粉
の
季
節
と

な
り
、
お
困
り

の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
愚
息
の
通
院

す
る
耳
昂
科
に
も
そ
の
影
響
が
あ
り
、
タ

方
に
は
「
待
ち
人
数
六
十
人
」
と
信
じ
ら

れ
な
い
数
の
患
者
さ
ん
が
連
日
押
し
寄

せ
て
い
ま
す
▼
こ
れ
、
決
し
て
病
院
が
少

な
い
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
内
に
は
他

に
も
多
く
の
耳
図
科
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
耳
E四
科
だ
け
が
多
い
の
で
す
。
そ
の
状

況
で
も
患
者
の
減
る
兆
し
が
全
く
な
い

の
は
、
こ
の
医
院
がC
S

を
意
識
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
▼
開
業
医

で
す
の
で
先
生
は
お
一
人
で
す
が
、
そ
の

確
か
な
診
断
は
も
と
よ
り
、
看
護
士
さ
ん

の
応
対
や
施
設
の
充
実
と
い
っ
た
、
患
者

本
位
の
診
察
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に

競
い
た
の
は
、
何
と
携
帯
電
話
で
順
番
を

取
る
シ
ス
テ
ム
も
導
入
さ
れ
て
お
り
、
待

ち
時
間
が
短
く
て
す
み
、
患
者
の
負
担
軽

減
を
図
ろ
う
と
す
る
そ
の
姿
勢
に
は
頭

が
下
が
り
ま
す
▼
乳
幼
児
医
療
費
の
全

額
補
助
や
児
童
手
当
な
ど
の
自
治
体
に

よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
急
な
発
熱
な
ど
に

も
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
職
場
等
、
安
心

し
て
通
院
す
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま
す

▼
愚
息
一
人
を
育
て
る
に
あ
た
り
、
様
々

な
人
の
優
し
さ
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
唯

一
心
配
な
の
は
、
そ
の
耳
g
科
の
先
生
、

あ
ま
り
に
も
患
者
さ
ん
が
多
い
為
に
体

調
を
崩
さ
れ
、
急
違
午
後
か
ら
の
診
察
を

取
り
や
め
る
こ
と
が
出
て
き
た
こ
と
が

少
し
気
が
か
り
で
す
。

(
M
.
0
)

宗
像
市
東
郷
田
中
憲
象

独
楽
の
紐
気
の
緩
む
如
ほ
ぐ
れ
け
り

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

朝
刊
に
記
事
の
細
り
し
建
国
日
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